
平成 23 年 12 月 26 日

都市局街路交通施設課

都 市 計 画 課

東日本大震災の津波被災現況調査結果（第３次報告）
～津波からの避難実態調査結果(速報)～

国土交通省では、東日本大震災による津波被災市街地の復興に向けて、被災市町村の復興計画づく

りを支援するため、被災状況調査や復興パターン検討、復興手法の検討等を行っています。

このうち、青森県から千葉県までの 6 県 62 市町村の津波の浸水被害者を対象に津波からの避難実

態調査について、現時点までの調査結果(速報)をとりまとめましたので公表いたします。

結果を集計したところ、ヒアリング対象者のうち、約80%の人が 30分以内に避難を開始していまし

たが、家族･親戚等の探索等の行動も多い状況でした。また、避難の際の交通手段は徒歩と車がほぼ

半々であり、車の方が徒歩より平均移動距離は長いものの、車による避難者の約18%は、500m 以内の

短距離の利用でした。さらに、避難路の問題点として、「信号が点灯していなかった」･「渋滞して車

が動けない状態だった」との回答を挙げる方が多い状況でした。

（１）津波(最大波)到達までの避難行動の有無について

地震が発生してから津波が来る前に避難を開始したかどうかについて把握しました。

（２）津波(最大波)到達までの行動分布状況について

地震が発生してから津波が来る前に、避難行動のほかにどのような行動をしたかについて把握しました。

（３）津波からの避難開始までに要した時間

地震が発生してから避難開始までに要した時間について把握しました。

（４）年齢と交通手段の関係

津波からの避難にあたって利用した交通手段を年齢別に把握しました。

 徒歩による避難と車による避難はほぼ半々であるが、若い世代ほど車で避難した割合は高い。

 車による避難は平野部が多く、特に平野部の 20 代の約 65%が車を利用していた。一方で、リアス部で

は、平野部より少ないものの、20代の約55%の人が車で避難していた。

 地震発生直後から、避難の用意、津波からの避難を目的とした行動が多く見られる。

 一方で、家族･親戚･知人の探索や被害状況の確認のための行動も多く、地震発生直後(14:46～50)は、
行動全体の39%、30分経過後(15:15～20)においても行動全体の約12%を占めている。

 津波からの避難行動以前の行動目的は、家族･知人･友人等の安否確認のためが約32%で最も多い。

 地震が発生してから津波が来る前に避難行動を開始した人は全体の約63%であった。

 地震が発生してから津波が来る前に避難行動を開始した人のうち、約80％の人は30分以内に避難を開
始している。

 また、1度避難した後、2度目以降の避難をした人も地震発生の 10分経過後から増加している。



（５）交通手段毎の避難距離、避難所要時間および避難速度

津波からの避難にあたって避難施設まで移動した距離を交通手段別に把握するとともに、津波からの避
難に要した時間および移動速度についても把握しました。

（６）津波からの避難にあたっての避難路の問題点

津波(最大波)が到達する前の避難時の移動において、道路の状況を把握しました。

（７）今後の予定

避難実態調査結果は、市町村毎の詳細なデータを被災市町村に提供しており、被災市町村における具体

的な復興事業計画にあたって、①避難施設の配置および規模の算定、②避難方法の立案、避難路の配置

計画に活用されることが期待されます。

今後は、避難行動の特性について詳細に分析するほか、各市町村の地区･集落毎に避難行動、避難ルー

トの状況を分析し、具体的な避難路、避難施設の配置を検討するための基礎情報を検討する予定です。

なお、調査結果は、速報集計結果であり、現在、データの回収、精査、入力を並行して実施中であるた

め、今後、数値に変更があり得ます。詳細な結果については、まとまり次第、順次公表いたします。

<お問合せ先>

都市局街路交通施設課 菊池・酒井（代表:03-5253-8111,内線 32842,32834,直通 03-5253-8416）

都 市 計 画 課 山川・鈴木（ 同上 ,内線 32614,32672,直通 03-5253-8411）

 避難距離に関して、徒歩は平均438m であり、車は平均2,431m であった。

 避難距離は、平野部の方がリアス部より長くなっている。

 避難距離分布に関して、徒歩による避難者の 72%が 500m 以内の移動であり、車による避難者の約 18%
が 500m以内の移動、約39%が 1km以内の移動であった。

 避難所要時間に関して、徒歩は平均11.2 分であり、車は平均16.2分であった。

 避難速度に関して、徒歩は平均2.3km/時であり、車は平均9.0km/時であった。

 「信号が点灯していなかった」との回答が最も多く、次に「渋滞して車が動けない状態だった」との回答が
多かった。

 全体における避難距離と直線距離の比は、1.53 であり、リアス部の方が平野部より高くなっている。

 移動手段別の避難距離と直線距離の比は、徒歩が 1.48、車は 1.54 である。特にリアス部の車利用は、
1.72 である。
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東日本大震災の津波被災現況調査結果（第３次報告）

～津波からの避難実態調査結果(速報)～

1.調査概要

(1)調査趣旨

被災市町村における復興計画検討の支援を目的に、今後の避難路計画、避難施設の配置等の検

討に活用する避難行動実態の聞き取り調査を実施。

(2)調査対象市町村

津波の浸水被害を受けた、青森･岩手･宮城･福島･茨城･千葉 6県の太平洋側62市町村を対象

(3)調査対象

浸水区域内に居住している個人(約 60万人)をサンプリング(約 1.5%)

サンプル数：9,574※

※現在、約 5,000 サンプルを集計中

(4)調査時期

平成23年 9月下旬から 12月末

(5)調査方法

調査員により、避難所･仮設住宅･自宅等へ訪問し、聞き取りを実施（ヒアリング方式）

(6)調査項目

①津波に関する認識、警報等の情報入手

②避難をしたか、しなかったか

③発災から当日の日没までの行動

（避難ルート、交通手段、避難時の状況、避難先等）

(7)本報告の留意点

本調査結果は、速報集計結果であり、現在、データの回収、精査、入力を並行して実施中であるため、

今後、数値に変更がある。

(8)今後の検討項目

引き続き、データの回収、精査、集計を行うとともに、避難行動の特性や避難路、避難施設の配置を

検討するための基礎情報等について分析を行う予定。

(9)成果の活用

避難実態調査は、被災市町村における具体的な復興事業計画にあたって、①避難施設の配置及び

規模の算定、②避難方法の立案、避難路の配置計画に活用されることを期待。
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(10)調査協力者

当調査の実施にあたっては、以下の先生方のご指導をいただいた。

田中 淳 東京大学大学院情報学環教授、総合防災情報研究センター長

吉井博明 東京経済大学コミュニケーション学部教授

関谷直也 東洋大学社会学部准教授
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2.避難実態調査結果概要

（1）津波(最大波)到達までの避難行動の有無について

62.6%

10.6%

26.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

津波到達前に

避難開始した人

対象；2,768人

津波到達後に

避難開始した人

対象；470人

避難行動を

取らなかった人

対象；1,183人

津波（最大波）到達までの避難の有無について

（対象；4,421人）

 地震が発生してから津波が来る前に避難行動を開始した人は全体の約63%であった。
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（2）津波(最大波)到達までの行動分布状況について
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開始時間別の目的割合(全体) （17:30まで）

（津波（最大波）到達以前の行動 対象；4,001人、6,221トリップ）

家族・親戚・知人の探索や

被害状況の確認

（1,546トリップ）

避難の用意、

津波からの避難

（3,552トリップ）

身を寄せる避難所へ行くため

（372トリップ）

その他

（地震の後片付け、避難救助・支援等）

（751トリップ）

※トリップ：ある目的（例えば、出勤や買物など）を持って起点から終点へ移動する際の、一方向の移動を表

す概念であり、同時にその移動を定量的に表現する際の単位

 地震発生直後から、避難の用意、津波からの避難を目的とした行動が多く見られる。

 家族･親戚･知人の探索や被害状況の確認のための行動も多く、地震発生直後(14:46～50)は、行
動全体の 39%、30分経過後(15:15～20)においても行動全体の約12%を占めている。

トリップの開始時刻 （全体） （17:30まで）
（津波（最大波）到達以前の行動 対象；4,001人、6,221トリップ）
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家族・親戚・知人の探索や
被害状況の確認
（1,546トリップ）

避難の用意、
津波からの避難
（3,552トリップ）

身を寄せる避難所へ行くため
（372トリップ）

その他
（地震の後片付け、避難救助・支援等）
（751トリップ）

（トリップ数）（トリップ数）



5

34.0%

25.0%

12.5%

11.0%

3.2%

2.9%

2.0%

2.3%

1.7%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族・親戚・知人の

安否確認(様子見)

（101人、117トリップ）

家族・親戚・知人を探したり

迎えに行ったりした

（70人、86トリップ）

被害の状況確認

（42人、43トリップ）

避難の用意のため

（37人、38トリップ）

身を寄せる避難所へ

行くため

（10人、11トリップ）

地震の後片付けのため

（10人、10トリップ）

避難を呼びかけたり

手助けするため

（5人、7トリップ）

救助活動のため

（7人、8トリップ）

その他業務のため

（6人、6トリップ）

その他

（31人、35トリップ）

津波（最大波）避難開始までの行動目的 （平野部）

（対象；246人、344トリップ） （複数回答あり）

31.0%

18.1%

9.4%

14.3%

4.3%

0.5%

3.3%

0.8%

3.9%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族・親戚・知人の

安否確認(様子見)

（165人、189トリップ）

家族・親戚・知人を探したり

迎えに行ったりした

（92人、110トリップ）

被害の状況確認

（56人、57トリップ）

避難の用意のため

（83人、87トリップ）

身を寄せる避難所へ

行くため

（25人、26トリップ）

地震の後片付けのため

（3人、3トリップ）

避難を呼びかけたり

手助けするため

（17人、20トリップ）

救助活動のため

（4人、5トリップ）

その他業務のため

（17人、24トリップ）

その他

（77人、88トリップ）

津波（最大波）避難開始までの行動目的 （リアス部）

（対象；438人、609トリップ） （複数回答あり）

 津波からの避難行動以前の行動目的は、家族･知人･友人等の安否確認のためが約 32%で最も多

い。

津波（最大波）避難開始までの行動目的 （全体）
（対象；684人、953トリップ） （複数回答あり）

10.5%

13.1%

1.4%

32.1%

20.6%

3.9%

1.4%

2.8%

3.1%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族・親戚・知人の
安否確認(様子見)
（266人、306トリップ）

家族・親戚・知人を探したり
迎えに行ったりした
（162人、196トリップ）

被害の状況確認
（98人、100トリップ）

避難の用意のため
（120人、125トリップ）

身を寄せる避難所へ
行くため

（35人、37トリップ）

地震の後片付けのため
（13人、13トリップ）

避難を呼びかけたり
手助けするため
（22人、27トリップ）

救助活動のため
（11人、13トリップ）

その他業務のため
（23人、30トリップ）

その他
（108人、123トリップ）
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（3）津波からの避難開始までに要した時間
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避難が開始された時間（全体） （17:30まで）

（津波（最大波）到達以前の避難 対象；2,768人、3,190トリップ）

二度目以降

（422トリップ）

一度目

（2,768トリップ）

（トリップの開始時刻）

710

2,058

2,768

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

2度以上の避難目的で

行動した人（人）

1度で避難できた人

津波到達前に

避難をした人

（人）

津波（最大波）到達までの避難回数について

25.7%

74.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2度以上の避難目的で

行動した人の割合

（％）

1度で避難できた

割合（％）

 地震が発生してから津波が来る前に避難行動を開始した人のうち、約 80％の人は 30 分以内に避
難を開始している。

 また、1度避難した後、2度目以降の避難をした人も地震発生の 10分経過後から増加している。

30分以内
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（4）年齢と交通手段の関係

集計にあたっては、津波(最大波)到達前の避難行動を対象としている。なお、2度以上避難した人

については、津波(最大波)到達時間に近い避難行動のみを対象としている。
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45.2%

43.3%

49.9%

50.3%

46.4%
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1.5%

0.6%
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1.0%

0.9%

1.1%

自転車

0.0%
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0.3%
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0.6%

バイク

60.5%

57.8%

53.3%

53.8%

48.4%

46.7%

51.2%

車

1.4%

0.6%

0.6%

0.4%

0.6%

1.1%

0.8%

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

（147人）

30歳代

（332人）

40歳代

（323人）

50歳代

（478人）

60歳代

（704人）

70歳以上

（784人）

全年齢

（2,768人）

凡例

年齢別 移動手段分布(全体)

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；2,768人、2,768トリップ）

30.9%

32.5%

41.7%

33.6%

42.4%

39.4%

38.0%
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1.2%
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バイク

65.4%

65.6%

56.8%

62.6%

54.8%

56.5%

58.9%

車

2.5%

0.0%

0.7%

0.0%

0.3%

1.2%

0.7%

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

（81人）

30歳代

（154人）

40歳代

（139人）

50歳代

（214人）

60歳代

（314人）

70歳以上

（322人）

全年齢

（1,224人）

凡例

年齢別 移動手段分布(平野部)

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；1,224人、1,224トリップ）

43.9%

46.1%

47.8%

51.1%

55.9%

57.8%

53.0%

徒歩

1.5%
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0.6%

0.6%

自転車

0.0%

0.6%

0.0%

1.1%

0.0%
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0.5%

バイク

54.5%

51.1%

50.5%

46.6%

43.3%

39.8%

45.1%

車

0.0%

1.1%

0.5%

0.8%

0.8%

1.1%

0.8%

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

（66人）

30歳代

（178人）

40歳代

（184人）

50歳代

（264人）

60歳代

（390人）

70歳以上

（462人）

全年齢

（1,544人）

凡例

年齢別 移動手段分布(リアス部)

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；1,544人、1,544トリップ）

 徒歩による避難と車による避難はほぼ半々だが、若い世代ほど車で避難した割合は高い。

 車による避難は平野部が多く、特に平野部の 20 代の約 65%が車を利用していた。一方で、リアス

部では、平野部より少ないものの、20代の約55%の人が車で避難していた。
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（5）交通手段毎の避難距離、避難所要時間および避難速度

集計にあたっては、津波(最大波)到達前の避難行動を対象としている。なお、2度以上避難した人

については、津波(最大波)到達時間に近い避難行動のみを対象としている。

438
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2,000
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3,000

徒歩

（1,284人、1,284トリップ）

自転車

（30人、30トリップ）

車

（1,417人、1,417トリップ）

（m）
移動手段別 避難距離（m） （全体）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；2,731人、2,731トリップ）

519

1,986

2,759

0
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1,000
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2,000

2,500

3,000

徒歩

（465人、465トリップ）

自転車

（21人、21トリップ）

車

（721人、721トリップ）

（m）
移動手段別 避難距離（m） （平野部）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；1,207人、1,207トリップ）

391

709

2,091

0
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3,000
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（819人、819トリップ）
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（m）
移動手段別 避難距離（m） （リアス部）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；1,524人、1,524トリップ）

 避難距離に関して、徒歩は平均438m であり、車は平均2,431m であった。

 避難距離は、平野部の方がリアス部より長くなっている。
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（トリップ）

（m）

避難距離 （全体・徒歩による避難）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；1,284人、1,284トリップ ）
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（トリップ）

（m）

避難距離 （平野部・徒歩による避難）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；465人、465トリップ）
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（トリップ）

（m）

避難距離 （リアス部・徒歩による避難）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；819人、819トリップ ）

 避難距離分布に関して、徒歩による避難者の 72%が 500m以内の移動であった。
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（m）

避難距離（全体・車による避難）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；1,417人、1,417トリップ）
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（トリップ）

（m）

避難距離（平野部・車による避難）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；721人、721トリップ）
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（トリップ）

（m）

避難距離（リアス部・車 による避難 ）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；696人、696トリップ ）

 避難距離分布に関して、車による避難者の約 18%が 500m 以内の移動であり、約 39%が 1km 以内

の移動であった。
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（分）

移動手段別 避難所要時間（分） （全体）

（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；2,731人、2,731トリップ）
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移動手段別 避難所要時間（分） （平野部）
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（津波（最大波）到達直前の避難のみ 対象；1,524人、1,524トリップ）

 避難所要時間に関して、徒歩は平均11.2 分であり、車は平均16.2分であった。
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11.4

0

2

4

6

8

10

12

徒歩

（819人、819トリップ）

自転車

（9人、9トリップ）

車

（696人、696トリップ）

（km/時）

移動手段別 避難速度（km/時） （リアス部）

（津波（最大波）到達直前の避難 のみ 対象；1,524人、1,524トリップ）

 避難速度に関して、徒歩は平均2.3km/時であり、車は平均9.0km/時であった。
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（6）津波からの避難にあたっての避難路の問題点

28.3%

8.8%

8.0%

1.7%

40.7%

3.9%

5.1%

1.2%

1.4%

2.8%

0.6%

0.8%

14.6%

3.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

渋滞して車が動けない状態だった

(364人、416トリップ)

家屋・電柱の倒壊、陥没、

がれき等が散乱していて通行しづらい状態だった

（120人、129トリップ）

人や車が混在して危険な状態だった

（99人、117トリップ）

河川や鉄道などがあり、

迂回しなければならなかった

（23人、25トリップ）

信号が点灯していなかった

（373人、599トリップ）

橋や踏切など危険なところを

通行せざるを得なかった

（54人、58トリップ）

津波の水や漂流物があって

通行しづらい状態だった

（70人、75トリップ）

沿道に車が乗り捨てられていて

進みにくかった

（13人、18トリップ）

周りに人がいず、不安になった

（20人、20トリップ）

段差が多いなど高台まで

簡単に登れる道がなかった

（39人、41トリップ）

道路が入り組んでわかりにくかった

（9人、9トリップ）

標識などの避難場所までの

行き方を示す道標がなかった

（12人、12トリップ）

その他

（194人、215トリップ）

特に困ったことはなかった

（56人、56トリップ）

避難路の問題点(地震発生から日没まで) (全体)

( 対象；983人、1,471トリップ ) （複数回答あり）

48.1%

11.3%

8.9%

1.3%

30.4%

5.1%

6.7%

1.3%

0.4%

1.3%

0.4%

0.9%

16.9%

1.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

渋滞して車が動けない状態だった

(239人、264トリップ)

家屋・電柱の倒壊、陥没、

がれき等が散乱していて通行しづらい状態だった

（60人、62トリップ）

人や車が混在して危険な状態だった

（42人、49トリップ）

河川や鉄道などがあり、

迂回しなければならなかった

（6人、7トリップ）

信号が点灯していなかった

（147人、167トリップ）

橋や踏切など危険なところを

通行せざるを得なかった

（27人、28トリップ）

津波の水や漂流物があって

通行しづらい状態だった

（35人、37トリップ）

沿道に車が乗り捨てられていて

進みにくかった

（7人、7トリップ）

周りに人がいず、不安になった

（2人、2トリップ）

段差が多いなど高台まで

簡単に登れる道がなかった

（6人、7トリップ）

道路が入り組んでわかりにくかった

（2人、2トリップ）

標識などの避難場所までの

行き方を示す道標がなかった

（5人、5トリップ）

その他

（84人、93トリップ）

特に困ったことはなかった

（9人、9トリップ）

避難路の問題点(地震発生から日没まで) (平野部)

(対象；429人、549トリップ) （複数回答あり）

16.5%

7.3%

7.4%

2.0%

46.9%

3.3%

4.1%

1.2%

2.0%

3.7%

0.8%

0.8%

13.2%

5.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

渋滞して車が動けない状態だった

(125人、152トリップ)

家屋・電柱の倒壊、陥没、

がれき等が散乱していて通行しづらい状態だった

（60人、67トリップ）

人や車が混在して危険な状態だった

（57人、68トリップ）

河川や鉄道などがあり、

迂回しなければならなかった

（17人、18トリップ）

信号が点灯していなかった

（226人、432トリップ）

橋や踏切など危険なところを

通行せざるを得なかった

（27人、30トリップ）

津波の水や漂流物があって

通行しづらい状態だった

（35人、38トリップ）

沿道に車が乗り捨てられていて

進みにくかった

（6人、11トリップ）

周りに人がいず、不安になった

（18人、18トリップ）

段差が多いなど高台まで

簡単に登れる道がなかった

（33人、34トリップ）

道路が入り組んでわかりにくかった

（7人、7トリップ）

標識などの避難場所までの

行き方を示す道標がなかった

（7人、7トリップ）

その他

（110人、122トリップ）

特に困ったことはなかった

（47人、47トリップ）

避難路の問題点(地震発生から日没まで) (リアス部)

( 対象；554人、922トリップ) （複数回答あり）

 「信号が点灯していなかった」との回答が最も多く、次に「渋滞して車が動けない状態だった」との
回答が多かった。
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 全体における避難距離と直線距離の比は、1.53 であり、リアス部の方が平野部より高くなってい

る。

 移動手段別の避難距離と直線距離の比は、徒歩が 1.48、車は 1.54 である。特にリアス部の車利
用は、1.72 である。


